
血法事嘉ご木部のこの一年（平成20年度）の取組みについて  
（4）献血琉賛企業活動鯨1工匠簑  

企業及び団体が行うL 山：1．  

されるよう、協力企束・巨汀∴  
う献血活動の普及・比大をト‡  

－クを配布した。   

（5）献血運動経過全国大王ニ  

7月の愛の血液助けノ㌻㌢い近日 

を仰ぎ、「第44回献血運動捏  

センターにおいて開催」、「：ン∴ 

（6）いのちと献血俳句コンテスト  
献血を通じて支えら几る1j’∴  

及を図るため、厚生労働省、  
句コンテスト」を実兄⊥、′い二．L  

きました。  

上「批正者の杭や   

′Jk20i ；■数は約514万人で、前年度より約18万人の増加となった。   

た、二」工ニー、■、行…通についても、前年度から約10万リットル増加し、約200   

ノ∴ノツ、ノ〆、 

柚⊥甘爪鉦′rヱ∴こ〔二；⊃たっては、平成20年度の献血受入計画に基づき、若年層を   

ざまこめとして∴くに封ミに向けて、全国キャンペーンの実施や様々な広報媒体を活  

′一二、 

ぉ 

薮恒］甘J ノ∴）㌻′▲育て′保事業  

†デュ主’江 するた捌こ「複数回献血クラブ」を運営し、継続的な献血  

－－●二、－ 二∴ 

、・ ． 

ごくJ▲▼ごし  ノニい二努めた結果、平成20年度は約6万人増加し、約17万人と  

ごっ 

こノ）1」 

、とした献血者確保の＿環として、夏休み期間を  

杵柄して 1小「i」高生）等が血液センターの見学会や各種体験学習を通じ  

て献血の立憲亮ヰう‾ぴ、将来の献血者の開拓を行う「青少年献血ふれあい事業」  

や、」恒茂センうー一しピ・位で地域の施設などを利用して若年者向けのセミナーを開  

催ナる「二÷⊥一∴針†沃血セミナー事業」を実施した。平成20年度は約6万6千人  
）参加ナ十 

いのちと鮎ニ∴  

（7）献血者へのサービス向上  
献忠．者の健康管理に㍑立て一  

指して、新たに糖尿病侶述検詰  

月から導入した。   

（8）キャンペーンの実施  

「全国学生クリスマス献血圭  

一ン」（ユ～2月）、「春〔ノウ献血J・  

ンを展開した。   
若年者献血セミナーの様子  

（3）揖山定ちノブ斉：歳浮出苗場事業  

献血払方骨ド（ライオン ズクラブ、学生ボランティア団体等）に対して、研   

†二麦全等を狛′1J．∴ノ、団体相互の連携強化を図った。  
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「‾  

る有効利用を図り、実効性のさ∴  
員会」を設置し、また、その［】1∴  

運用部門として「インシデントー  

をなくすため検討を行った。   
インシデントレポート′快討ノト∴三  

作成、第三者機関によるリスク／二  

J   」  

‾ 
7～レ．Gつ  

、ノ；ゝ 一、萎 ノ  （〔〕ノ献血ぷ■鍵康最・iと洩舎裔脚連用脚血キャンペーンの様子  

平ナノ文20年烏トニおいて本制度の対象となる医療機関を受診した件数は865件  

〔重複81隼）で嘉川、全献血者数の0．017％であった。  

鶴居鼓宜ヰヰった扶血着からの請求書を血液センターで受理し、血液事業本   

；告…に給付粧ご依禎があった医療費・医療手当請求書は828件であった。国の定   

、？〕るこト；憬二王jト宮二法づき給付判定を行った結果、全ての請求が給付の対象となり   

項済が行わ江た、請来金額は医療費約1，516万円、医療手当約1，548万円、合計  

∴＝〕Gづ二弓円で′h／コた。  

なぉ、撞む給付件数闇神経損傷・障害が主で5件（14級が2件、12額が3件）  

去り、合計ほ8万一ユヨであった。  

5．合理的・効率的な事業運営の推進  

法令に適合し、充実した施設吏   
とともに効率的な事業運営のた出   

10施設への集約が完了した。製汗   

約し、30施設での実施とした。  

業務の集約化を行うことにより  

三封瞑プ〕描  

．jのもとで」1、∫l．J ノ   

・業掛こつし＼‾∵∴  

十、／二ついては、て  

能となるとともに、スケールメソ：ノ  いかしたニ1二↑」－一  

の推進等により費用を抑制したこ′   
また、日本赤十字社が取り組ん∵十∵ヰ昔化技汗∴  －「  

センターの業務指導の充実及びう．、 ．′に掠る三差言1．∴＝∵」こ∴三≡】  

営体制を強化することを目的に豆 圭十∴詩宗Jγ苓  

2．安■全対緑  

（＝†朝敵酢悩摸宣（NAT）の精度向上  

㍍パ告こ上∵㍉13倍程度の精度の向上が期待できるNATシステムを、平  

工㌫膏三針弓∴こキ入した。  
また＼′こ撒侶別の充実、効率的運用を図るために、従来の3施設（血購  

分節センソ】  血涙管理センター、中央血液研究所）に加え、平成20年12月1  

日から茂り∴二丸井鳥液センターにおいてもNATを開始した。   

（2）【愉止L用鳥浜誉持古引・轟熟性因子の不倍化技術導入の準備  

不活化片肺こついては、血液製剤別に複数の方法があることから、情報収集  

を行うとともに、それぞれの技術の安全性、有効性、製剤への影響、製造工程  
への景三笠；等号了辻）」案しながら導入の準備を行った。   

（ニ3、）言璃三インフノ∴∴ンサ対策ガイドラインの作成  

新型インフルエンザの発生に備え、血液事業における新型インフルエンザ対  
邦ガイドラインを作成した。  

じ   

3．1j■；1墳分画本業こおける取り組み  

血債分せ県剤昂原料血腰の確保については、献血者の確保に努め、目標量を達  

成することができに。  
血腫分ざ那呈紬ノニ各製．鋸こついては、医療ニーズを踏まえた開発改良の取り組み   

を・王遁め、5ロ′。アノンプミン製剤の承認申請準備、抗HBs免疫グロブリン製剤の対   

敦頂村山膿綻亘賃放で灘注製剤技術導入等の検討を行づた。  
また、即、∴三て：㍍〕推進にあたっては、医療関係者に対し、再度その理念の啓発   

：二て・．手長うた。  

4．揖謹の防止  

平成20年1月から本稼動しているインシデントレポート管理システムの更な  
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献血者健康室温 

1．献血者の健康被害発生状況（ 

（1）献血者放と也康被害発生状況  

神長竃芸仰  
ヱ01人  

0j㌔  

クエン紋反応     ＼＼ 

参 考  
平成20年丘の採血及び供給臭欄  

（1）採血実技  

仁ミ∴く臼‡ミーニヲ年ノミニぎ縦覧  平成20年度  構成比  増減本数   

前年度比    （B） 本  ％  （B）－（A） 本  ％    5′；∫i，12iい1・0％  480．869  9．4％  △63，255  88．4％    二1「ノ〔う1・57ヨj59・8％  3．064，145  59．6％  99，572  103．4％    1トi725うJ29．2％  1，592．598  31．0％  145．343  110．0％    ●●●  5，137．612  100．0％  181，660  103，7％  
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（2）供給尖凝   

ア 摘出用血藻㍊剤供給実績（換算本数）  V√R  

「＿′、 いこヱ1雄度   構成比  平成20年度  構成比  増減本数  前年度比   」ニノ∫ 】r′＼二   ％  （B） 本  ％  （B）－（A）本  ％  生息怨荊 1布山鮮製揮 た鷺‰舟  l，岳7（う 5．9J2．か‖ コ．9′〕5，2狛  0．0％  l，371  0，0％  △505  73．1％    35．3％  6，078，249  35．2％  175，705  103．0％    L7．4％  3．004．516  17．4％  99，228  103．4％  血小伝襲署r T，リコ2，弓7う   ‘i7．3％  8，163，000  47．3％  240．121  103．0％  計  1日、732．58J∃  100．0％  17，247．136  100．0％  514，549  103．1％   
Yヽ トト1Y－－い′  
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コ′1ウ3人   

三，7年己   

2．献血者健康被害救済制度の選肝i∴  

（1）態様別件数（医療機関に受話した三ir  
イ 血緩分画蓑剤供給実績（換算本数）医療機関に販売した本数  

j＋：ヰ成19年度  平成20年度   増減本数   前年度比   
′  （A） 本  （B）  （B）－（A）本   ％   

し※十字ア′rレプン  460，6m   441，51   △19，091   95．9％   

孟呂言‡二三宗 
86■  83．44   △2．859   96．7％  

グ＝ナ，′ン 43   △7   98，4％   

座＃守一㌻〃－ニビンド．；ニニト 65，793   86，63   20，84   131．7％   

群十年：∵ノンプミン∵＼三一1q′三「）：rL換算  

タコス∴イトト：；二、1Ⅲ 事ニイ立演算  

た二王1Ⅰご＝人二仁淀ウニJフニ∴ノに、1000単位5mL換算   
ノ㌢十∵グ∵ヒン＼Lミニう1らご二、：．5g換算  

20  40   6C  



（2）性別・態様別件薮（医療機関に受診した事例）  合計865件  

（内重複 81件）  

（3）採血種別・性別発生件数  

†   
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（4）献血回数別件数  

∨ ∨  皮  神   ク   「▼〉 ”  
∨         R  

数  ∨  只  下 出  絶 綿  S  ノ 盤       R  Ⅰ云 昏1  血  儒  D  反  
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0   ロ  ロ  3  2  0  Dこ     「‾丁【‾㌻   
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：5）探鳥子／：ノ法皇十は）からの岩間別∨VR、∨VR転倒発生状況  《参 考）   

献血者健康被害救済制度の揖要  

Ⅰ献血健瀧被害救済制度  

献血者健康被害救済制度は、献血によ二一  

受診した献血者に対して、回の定めた「  

年9月20日付け薬食発第0920001号信二二  

康被害を生じた献血者等に給付を行うも〔  

給付、葬祭料で給付内容は以下のとおり▼   

① 医療費は公的医療保隕等により給付ミ÷二   

② 医療手当は入退院の巳鰻が4．購OPう、  

（医療費以外の費用を絹填するもの）   

③ 障害が残った場合に対象となる建宅汗  

1179万2千円を給付   

④ 死亡給付は880万円、享…祭料は19万：  

このように国の関与の下に公平性、迭町∴  

がより安心して献血に参加できる主義境が二三  

。＝．二 Jl   〉  
■∨VR 「「∨VR雛」  

（内重複14件）  

1不㌻10分1日刀  
‾‾‾†▼‾▲【‾  

り1 J一二   17  弓  7   6   8   9   3   14  140   

34   25   14   21   17   2  156   

／  51   32   20   29   26   4   16  296   

＼、、∨／R   ‘14   

∵∴′R吏云斥。  っ  Ⅱ 献血者健康被害救済制度の仕組み  

言十  」i7  

824件  

ニ⊃160、920円（18，399円）  

828件  

1うiTG，000円（18，691円）  

5件（14級：2件12級・3件）  

l，う76，000円（915，200円）  

．＼り    り㌧㌧＿  ユ1＝集計表の中には含まれていません。  




